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新
昧
と
継
承

｜
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
故
事
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
！

山
田

尚
子

は
じ
め
に

古
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
国
故
事
は
、
思
想
や
行
為
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
規
範
と
し
て
の
故
事
に

照
ら
し
て
自
ら
の
内
側
に
潜
む
心
情
や
外
側
に
展
開
す
る
現
象
を
解
釈
し
た
の
で
あ
り
、
中
国
故
事
を
用
い
て
表
出
さ
れ
た
表
現
と
は
、
そ

う
し
た
解
釈
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
人
は
、
規
範
と
し
て
の
中
国
故
事
を
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
等
の
正
史
の
他
、
『
義
文
類
緊
』

の
よ
う
な
類
書
や
『
世
説
新
語
』
の
よ
う
な
逸
話
集
等
、
様
々
な
文
献
を
通
じ
て
受
容
す
る
一
方
、
中
国
人
の
手
に
な
る
故
事
の
表
現
、
す

な
わ
ち
、
中
国
人
が
自
身
の
心
情
や
現
象
を
故
事
を
用
い
て
表
出
し
た
、
そ
の
表
現
に
つ
い
て
も
多
く
を
受
容
し
、
そ
れ
に
倣
っ
て
自
ら
の

故
事
の
表
現
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
て
日
本
に
受
容
さ
れ
た
故
事
及
び
故
事
の
表
現
の
中
に
は
、
日
本
で

長
く
用
い
ら
れ
る
う
ち
に
次
第
に
元
来
の
有
り
様
と
話
離
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
中
国
文
献
に
は
例
の
な
い
用
い
ら
れ
方
を
以

て
用
い
ら
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
そ
れ
ら
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
新
た
に
醸
成
さ
れ
た
中
国
故
事
及
び
中
国
故
事
の
表
現
と
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見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
日
本
詩
文
に
お
け
る
中
国
故
事
の
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
安
期
の
漢
詩
文
に
お
い
て
、

中
国
故
事
の
表
現
が
醸
成
さ
れ
る
そ
の
様
相
を
あ
ぶ
り
出
し
、
そ
の
上
で
、
故
事
の
受
容
史
と
い
う
側
面
か
ら
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
い
う
作

品
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、

『
曲
家
求
』
と
の
位
相
差

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
匂
に
は
、
多
く
の
故
事
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
一
瞥
す
る
と
、
そ
の
多
く
が
六
朝
ま
で
の
故
事
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
、
『
蒙
求
』
に
収
載
さ
れ
る
故
事
と
、
そ
の
時
代
的
な
範
囲
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、

全
く
同
じ
故
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
例
も
多
く
、
両
者
の
聞
に
は
基
盤
と
な
っ
た
知
識
体
系
の
共
通
性
、
よ
り
端
的
に
は
、
当
時
の
漢
詩
文

に
お
け
る
『
蒙
求
』
と
い
う
書
物
の
影
響
の
大
き
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
用
い

ら
れ
た
故
事
と
「
蒙
求
』
に
収
載
さ
れ
た
故
事
と
の
聞
に
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
位
相
差
も
ま
た
存
し
て
い
る
。
最
初
に
、
後
漢
の

哀
安
の
故
事
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
匂
を
掲
げ
る
（
以
下
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
引
用
文
の
下
の
〔

〕
内
は
、

詩
題
（
長
句
の
場
合
の
文
題
を
含
む
）
、
作
者
、
作
品
番
号
／
朗
詠
題
）
。

春
過
夏
閑
、
衰
司
徒
之
家
雪
応
一
路
達
一
、
旦
南
暮
北
、
鄭
太
尉
之
渓
風
被
一
一
人
知
一
。

〔
右
大
臣
雅
信
謝
第
三
表
、
菅
原
文
時
仰
／
丞
相
〕

こ
の
摘
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
故
事
で
あ
る
。

(293) -2-



汝
南
先
賢
伝
日
、
時
大
雪
積
レ
地
丈
齢
、
洛
陽
令
身
出
案
行
、
見
三
人
家
皆
除
レ
雪
出
、
有
一
一
乞
レ
食
者
一
。
至
一
一
裳
安
門
一
、
無
レ
有
－
行
路
一
。

謂
二
安
己
死
一
、
令
一
「
人
除
レ
雪
入
下
戸
、
見
二
安
僅
臥
一
。
問
一
初
以
不

v出
。
安
目
、
大
雪
人
皆
餓
、
不
レ
宜
二
千
人
一
。
令
以
為
レ
賢
、
挙
為

孝
廉
一
也
。
（
『
後
漢
書
』
哀
安
伝
注
所
引
、
『
塞
文
類
緊
』
巻
二
「
雪
」
で
は
「
録
異
伝
」
を
引
く
。
）

す
な
わ
ち
、
都
が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
人
々
は
除
雪
を
し
て
家
の
外
へ
と
出
て
き
た
が
、
衰
安
の
家
の
門
の
前
に
限
り
、
除
雪
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
除
雪
し
て
家
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
衰
安
が
臥
し
た
ま
ま
じ
っ
と
し
て
い
て
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
人
々
が
飢
餓
状
態
に

あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
人
々
に
関
わ
り
を
持
た
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
家
に
篭
も
っ
て
い
た
の
だ
と
答
え
た
。
こ
の
冷
静
な
態
度
が
賢

人
と
し
て
評
価
さ
れ
、
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
蒙
求
』
に
見
え
る
衰
安
の
故
事
は
、
こ
れ
と
は
異
-3-

な
る
。衰

安
倍
頼
〈
後
漢
書
、
哀
安
、
字
召
公
、
汝
南
人
、
為
一
一
司
徒
一
、
毎
一
一
一
言
一
一
及
国
朝
政
事
一
、
未
一
一
一
嘗
不
二
鳴
咽
流
沸
＼
天
子
及
大
臣
皆
侍
二

（
故
宮
博
物
院
本
『
蒙
求
』
却
）

頼
之
一
。
〉

も
う
一
例
掲
げ
て
み
よ
う
。
晋
の
羊
枯
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

王
子
晋
之
昇
レ
仙
、
後
人
立
一
両
於
椴
嶺
之
月
一
、
羊
太
博
之
早
レ
世
、
行
客
墜
一
一
涙
於
脱
山
之
雲
一
。

〔
安
楽
寺
廟
序
、
源
相
規
加
／
懐
旧
〕
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」
の
摘
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
故
事
で
あ
る
。

裏
陽
百
姓
於
二
脱
山
枯
平
生
誹
憩
之
所
一
建
レ
碑
立
レ
廟
、
歳
時
饗
祭
駕
。
望
一
一
其
碑
一
者
莫
レ
不
一
流
沸
一
、
杜
預
因
名
為
一
一
堕
涙
碑
一
。

（
『
晋
書
』
羊
枯
伝
）

と
こ
ろ
が
、
『
蒙
求
』
に
見
え
る
羊
枯
の
故
事
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。

羊
枯
識
環
〈
耳
目
書
、
羊
枯
字
叔
子
、
太
山
人
、
察
自
国
外
孫
也
。
博
学
能
属
レ
文
、
身
長
七
尺
三
す
、
美
童
一
屑
、
善
談
論
。
年
五
歳
時
、

令
三
乳
母
取
一
一
所
レ
弄
金
環
一
、
乳
母
日
、
汝
先
無
一
一
此
物
一
、
枯
即
詣
一
隣
人
李
氏
東
垣
桑
樹
中
一
得
レ
之
。
主
人
大
驚
日
、
此
余
亡
児
所
レ
失

物
也
。
乳
母
具
言
レ
之
。
李
氏
悲
怖
。
時
人
異
レ
之
、
乃
知
李
氏
子
即
枯
之
前
身
也
。
〉
（
故
宮
博
物
院
本
『
蒙
求
』
臼
）

こ
う
し
た
現
象
、
す
な
わ
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
お
い
て
、
『
蒙
求
」
に
収
載
さ
れ
た
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、
『
蒙
求
』

に
収
載
さ
れ
た
故
事
と
は
異
な
る
故
事
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
他
に
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
（
ぞ
人
々
に
愛
唱
さ
れ
、
秀
句
と

し
て
認
め
ら
れ
た
摘
句
を
集
め
て
成
立
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
、
幼
学
書
と
し
て
日
本
人
の
故
事
受
容
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考

え
ら
れ
る
『
蒙
求
』
、
こ
の
二
つ
の
書
物
の
性
格
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
両
者
の
故
事
の
様
態
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
位
相
差
は
、
日
本
人
の
故

事
の
受
容
の
仕
方
を
何
ら
か
の
形
で
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
一
考
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
う
し
た
位
相
差
を
起

点
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
故
事
の
用
い
方
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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一、

『
白
氏
文
集
』
と
の
関
わ
り

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
蒙
求
』
と
の
故
事
の
様
態
に
お
け
る
位
相
差
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

『
白
氏
文
集
」
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
白
氏
文
集
』
と
で
は
、
同
じ
故
事
が
同
じ
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
例
が
か
な
り
多
い
。
ま
ず
、
前
掲
の
哀
安
の
故
事
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
『
白
氏
文
集
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

陳
楊
無
一
詳
解
一
、
哀
門
莫
一
顧
問
一
。
笠
歌
与
一
一
談
笑
一
、
随
レ
事
自
将
来
。

（
巻
六
十
六
「
雪
中
酒
熟
、
欲
＝
一
携
訪
一
一
呉
監
一
、
先
寄
二
此
詩
一
」
お
沼
）

「
衰
門
」
と
い
う
表
現
は
、
大
雪
の
後
に
除
雪
さ
れ
ず
聞
か
な
か
っ
た
哀
安
の
門
を
意
味
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
同
様
の
故
事
を
用
い
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
、
前
掲
の
羊
枯
の
故
事
に
つ
い
て
も
、
「
白
氏
文
集
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

O
水
過
ニ
清
源
寺
一
、
山
経
一
一
椅
季
嗣
一
。
心
揺
漢
皐
楓
、
一
保
堕
腕
亭
碑

o

O
福
履
千
夫
祝
、
儀
形
四
座
鰭
。
羊
公
長
在
レ
幌
、
博
説
莫
レ
帰
レ
巌
。

（
巻
十
三
「
代
レ
書
詩
一
百
韻
、
寄
一
被
之
一
」

c
a
c∞
）

（
巻
五
十
四
「
奉
二
和
亦
州
令
狐
相
公
一
二
十
二
韻
」
区

5

『
白
氏
文
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
こ
例
の
他
に
も
、
羊
枯
を
偲
ん
で
映
山
に
碑
が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
故
事
を
用
い
た

表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
白
居
易
が
好
ん
で
用
い
た
故
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
、
先
述
の
よ
う
に
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
日
本
詩
文
の
摘
匂
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
故
事
の
ほ
と
ん
ど
は
六
朝
ま
で
の
故
事
で
あ
る
が
、(289) 

唐
代
の
人
物
と
し
て
楊
貴
妃
、
王
績
の
二
人
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

O
楊
貴
妃
帰
唐
帝
思
、
李
夫
人
去
漢
皇
情
。

O
酔
郷
氏
之
園
、
四
時
独
誇
二
温
和
之
天
一
、
酒
泉
郡
之
民
、

O
王
動
郷
霞
禁
レ
浪
脆
、
替
康
山
雪
逐
レ
流
飛
。

一
頃
未
レ
知
二
涯
陰
之
地
一
。 〔

対
レ
雨
恋
レ
月
、
源
順
別
／
八
月
十
五
夜
〕

〔
媛
寒
従
一
一
飲
酒
一
序
、
大
江
匡
衡
制
／
酒
〕

〔
酔
看
一
一
落
レ
水
花
一
、
慶
滋
保
胤
仰
／
酒
〕

加
の
楊
貴
妃
に
つ
い
て
は
、
対
偶
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
李
夫
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
の
も

と
に
成
っ
た
句
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
一
人
、
王
績
（
動
）
に
つ
い
て
は
、
劉
伶
の
「
酒
徳
領
」
（
『
文
選
』
巻
四

十
七
）
に
次
い
で
「
酔
郷
記
」
と
い
う
書
物
を
著
し
た
（
『
新
唐
書
』
隠
逸
・
王
績
伝
）
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
お
の
「
酔
郷
氏
之
国
」

A
U寸

及
び
仰
の
「
王
動
郷
」
は
、
い
ず
れ
も
「
酔
郷
記
」
に
あ
る
架
空
の
国
を
指
し
、
酒
に
酔
っ
た
と
き
の
境
地
を
表
す
。
そ
し
て
、
こ
の
王
績

の
「
酔
郷
」
は
、
以
下
に
掲
げ
た
も
の
の
他
、
『
白
氏
文
集
』
に
多
く
用
例
が
見
ら
れ
、
白
居
易
が
好
ん
で
用
い
た
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
、
つ
主J、

-6-

O
事
事
無
レ
成
身
也
老
、
酔
郷
不
レ
去
欲
一
一
何
帰
一
。

O
奈
レ
老
応
レ
無
レ
計
、
治
レ
愁
或
有
レ
方
。
無
レ
過
レ
学
一
一
王
績
一
、
唯
以
レ
酔
為
レ
郷
。

（
巻
十
七
「
酔
吟
二
首
」
其
一

巻宍
十~
七 v

九千
日載
酔佳
吟句

5 酒
~ 824 



こ
の
よ
う
に
、
『
蒙
求
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
故
事
の
様
態
に
お
け
る
位
相
差
の
多
く
は
、
『
白
氏
文
集
」
を
念
頭
に
置
く
こ
と
に
よ

っ
て
解
釈
可
能
な
も
の
と
な
（
か

o

次
に
、
『
蒙
求
』
と
の
位
相
差
と
い
う
視
点
か
ら
目
を
転
じ
、
特
に
『
白
氏
文
集
』
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
に
絞
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
丁
令
威
の
故
事
が
用
い
ら
れ
る
。

O
最
積
一
瓦
溝
一
鴛
変
レ
色
、
夜
零
－
一
華
表
一
鶴
呑
レ
声
。

O
鶴
帰
一
泊
里
＼
丁
令
威
之
詞
可
レ
聴
、
龍
迎
一
新
儀
一
、
陶
安
公
之
駕
在
レ
眼
。

〔寒
神露
仙凝
策
紀

都長
良谷
香雄
448 372 
// 
鶴霜

こ
の
故
事
は
、
「
捜
神
後
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

丁
令
威
、
本
遼
東
人
、
学
二
道
子
霊
虚
山
一
、
後
化
レ
鶴
帰
一
遼
東
城
門
華
表
柱
一
。
時
有
一
沙
年
一
、
挙
レ
弓
欲
レ
射
レ
之
、
鶴
乃
飛
、
俳
一
祖

空
中
一
而
言
目
、
有
レ
烏
有
レ
鳥
丁
令
威
、
去
レ
家
千
年
、
今
始
帰
｝
誠
郭
一
。
（
「
捜
神
後
記
』
巻
上
）

す
な
わ
ち
、
丁
令
威
が
霊
虚
山
で
道
術
を
学
び
、
後
に
鶴
と
化
し
て
故
郷
で
あ
る
遼
東
に
帰
り
、
城
の
華
表
柱
に
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
故
事
も
ま
た
、
『
白
氏
文
集
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

O
鄭
牛
識
レ
字
吾
常
歎
、
丁
鶴
能
レ
歌
爾
亦
知
。

（
巻
五
十
六
「
双
鶏
鵡
」M
a
u
u）
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O
江
清
敵
一
一
伊
洛
一
、
山
翠
勝
一
一
荊
亙
一
。
華
表
双
棲
レ
鶴
、
聯
婿
幾
点
レ
烏
。
（
巻
五
十
六
「
和
一
一
被
之
春
日
投
ニ
簡
陽
明
洞
天
一
五
十
韻
」
以
己
）

の
詩
句
と
が
同
じ
故
事
を
用
い
て
い
る
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
加
え
て
注

目
さ
れ
る
の
は
そ
の
用
い
方
で
あ
る
。
前
掲
の
『
和
漢
朗
詠
集
」
に
お
け
る
二
例
の
う
ち
、
η
の
「
華
表
」
は
、
丁
令
威
の
故
事
が
踏
ま
え

今
3

ら
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
「
鶴
」
を
い
う
た
め
に
、
「
鶴
」
と
結
び
つ
き
の
強
い
「
華
表
」
を
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

こ
こ
で
も
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
適
句
と
『
白
氏
文
集
』

「
鶴
」
と
結
び
つ
く
事
柄
な
ら
何
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
で
、
こ
と
さ
ら
に
丁
令
威
の
故
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。
翻
っ
て

『
白
氏
文
集
』
の
M
a
u－
「
微
之
が
春
日
簡
を
陽
明
洞
天
に
投
ず
る
に
和
す
五
十
韻
」
の
表
現
に
目
を
移
す
と
、
こ
こ
で
の
「
華
表
」
も
ま
た
、

丁
令
威
の
故
事
と
の
関
連
性
は
薄
い
。
こ
の
表
現
は
陽
明
洞
天
の
あ
る
越
の
情
景
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
遼
東
の
丁
令
威

の
故
事
を
用
い
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
「
華
表
」
と
「
鶴
」
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
面
か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
え
る
「
華
亭
鶴
」
と
い
う
表
現
も
注
目
さ
れ
る
。

O
欲
レ
和
二
豊
嶺
鐘
声
一
否
、
其
奈
一
一
華
亭
鶴
警
←
一
何

0

0
声
々
己
断
華
亭
鶴
、
歩
々
初
驚
葛
履
人
。

〔
夜
月
似
一
一
秋
霜
一
、
兼
明
親
玉
川
／
月
〕

〔
寒
露
凝
、
菅
原
道
真
知
／
霜
〕

こ
こ
で
の
「
咋
華
古
口

J
」
は
、

一
般
に
、
以
下
に
掲
げ
た
陸
機
の
故
事
、
す
な
わ
ち
、
陸
機
が
諒
せ
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
も
う
一
度
嘗
て
華
亭
で

聞
い
た
鶴
の
暗
き
声
を
聴
き
た
い
も
の
だ
と
嘆
じ
た
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
と
さ
れ
る
。
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晋
八
王
故
事
目
、
陸
機
為
二
成
都
王
所

v誌
、
顧
一
左
右
一
而
歎
日
、
今
日
欲
レ
間
一
一
華
亭
鶴
田
吹
一
、
不
レ
可
一
一
復
得
一
。
華
亭
呉
国
拳
豚
郊
外
之

（
「
塞
文
類
来
』
巻
九
十
「
鶴
」
）

野
、
機
素
遊
之
所
。

初
、
引
の
「
華
亭
鶴
」
の
表
現
で
は
、
「
華
亭
」
そ
の
も
の
に
あ
ま
り
大
き
な
意
味
は
な
く
、

っ
き
の
強
さ
か
ら
用
い
ら
れ
た
に
過
、
ぎ
な
い
。
い
わ
ば
和
歌
で
い
う
と
こ
ろ
の
枕
調
に
近
い
表
現
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

や
は
り
「
鶴
」
と
の
結
び

一
方
『
白
氏
文
集
』
に
は
、

以
下
の
表
現
が
あ
る
。

。
三
年
典
レ
郡
帰
、
所
レ
得
非
一
途
吊
一
。
天
竺
石
両
片
、
華
亭
鶴
一
隻
。

O
万
里
帰
何
得
、
三
年
伴
是
誰
。
華
亭
鶴
不
レ
去
、
天
竺
石
相
随
。

（
巻
八
「
洛
下
ト
居
」0
3
∞
）

（
巻
五
十
三
「
求
一
一
一
分
一
一
司
東
都
一
、
寄
二
牛
相
公
一
十
韻
」
出
ゴ
）

こ
こ
で
白
居
易
が
「
華
亭
鶴
」
と
い
う
の
は
、
三
年
間
杭
州
に
赴
任
し
、
帰
洛
の
際
、
杭
州
で
著
名
な
華
亭
の
鶴
を
携
え
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
、
「
華
亭
」
は
地
名
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
、
ぎ
ず
、
陸
機
の
故
事
と
の
関
連
は
そ
れ
ほ
ど
深
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
お
け
る
故
事
は
、
そ
の
す
べ
て
が
『
白
氏
文
集
』
に
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
「
白

氏
文
集
』
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
「
華
表
」
や
「
華
亭
」
と
い
っ
た
鶴
に
ま
つ
わ
る
表
現
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
用
い

方
に
お
い
て
も
共
通
点
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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三
、
表
現
の
醸
成

さ
て
、
以
上
の
ご
と
く
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
故
事
の
表
現
を
『
白
氏
文
集
』
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
し
た
上
で
注
目
し
た
い
の

が
、
智
康
に
つ
い
て
の
表
現
で
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、
統
山
康
に
ま
つ
わ
る
表
現
が
四
例
見
え
る
。

O
割
引
迎
レ
晴
庭
月
暗
、
陸
池
逐
レ
日
水
煙
深
。
〔
柳
影
繁
初
合
、
具
平
親
王
肌
／
柳
〕

O
千
丈
凌
レ
雪
、
応
レ
険
二
割
劇
刻
到
一
、
百
歩
乱
レ
風
、
誰
破
二
養
由
之
射
一

0

〔
柳
化
為
レ
松
賦
、
紀
長
谷
雄
仰
／
松
〕

O

王
動
郷
霞
紫
レ
浪
脆
、
制
尉
叫
雪
逐
レ
流
飛
。
〔
酔
看
一
一
落
レ
水
花
一
、
慶
滋
保
胤
川
町
／
酒
〕

O
王
尚
書
之
蓮
府
麗
則
麗
、
恨
唯
有
二
紅
顔
之
賓
一
、
哲
中
散
之
竹
林
幽
則
幽
、
嫌
殆
非
一
一
素
論
之
士
一
。

〔
尚
歯
会
序
、
菅
原
文
時
勾
／
山
家
〕

こ
の
う
ち
、
初
は
、
ま
さ
に
竹
林
の
七
賢
と
し
て
の
智
康
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

②
の
故
事
を
用
い
て
作
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

聞
は
以
下
の
①
の
故
事
を
、
初
、
仰
は
、
以
下
の

①
性
絶
巧
而
好
レ
鍛
。
宅
中
有
一
一
一
柳
樹
一
甚
茂
、
乃
激
水
圏
レ
之
、
毎
二
夏
月
一
、
居
一
一
其
下
一
以
鍛
。

②
叔
夜
玉
山
〈
晋
書
、
静
康
、
字
叔
夜
、
護
国
人
。
山
議
云
、
税
山
叔
夜
之
為
レ
人
也
、
巌
々
若
一
一
孤
松
之
独
立
一
、
其
酔
也
、
若
一
一
玉
山
之

（
故
宮
博
物
院
本
『
蒙
求
』
%
）

三E乙
臼

書
[b国

替
康
伝
）

将
V山
朋
也
。
後
為
一
一
中
散
大
夫
一
。
〉
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問
は
、
「
柳
影
繁
く
し
て
初
め
て
合
へ
り
」
を
題
と
す
る
句
題
詩
の
頚
聯
（
破
題
）
で
あ
る
。
こ
の
匂
の
「
哲
宅
」
は
、
①
の
「
宅
中
に
一

柳
樹
有
り
て
甚
だ
茂
る
」
を
典
拠
と
し
て
、
柳
が
生
い
茂
っ
た
純
山
康
の
邸
宅
を
指
し
、
句
題
の
「
柳
影
」
を
表
す
。
仰
は
、
や
は
り
賦
題
で

あ
る
「
柳
化
し
て
松
と
為
る
」
を
破
題
し
た
（
H

言
い
換
え
た
）
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
句
の
「
替
康
之
姿
」
は
、
②
の
「
巌
々
と
し
て

孤
松
の
独
立
す
る
が
若
し
」
を
典
拠
と
し
て
、
賦
題
で
あ
る
「
松
」
を
表
す
。
さ
ら
に
、
物
も
ま
た
、
句
題
で
あ
る
「
酔
ひ
て
水
に
落
つ
る

花
を
看
る
」
の
破
題
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
句
の
「
杭
山
康
山
」
は
、
②
の
「
其
の
酔
ふ
や
、
玉
山
の
将
に
崩
れ
ん
と
す
る
が
若
き
な
り
」
を
典

拠
と
し
て
、
句
題
の
「
酔
」
を
表
す
。

一
方
、
『
白
氏
文
集
』
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
智
康
は
、
「
傭
」
と
い
う
表
現
で
悟
淡
と
し
て
あ
く
せ
く
と
し
な
い
人
物
と
し
て
用
い
ら
れ-11 -

る
か
、
或
い
は
「
哲
院
」
と
い
っ
た
表
現
で
、
同
じ
く
竹
林
の
七
賢
で
あ
っ
た
庇
籍
と
と
も
に
竹
林
で
琴
を
弾
じ
酒
を
飲
ん
で
談
義
す
る
人

物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

O
常
聞
品
川
山
叔
夜
、

（
巻
六
「
詠
レ
傭
」
C
M品
。
）

一
生
在
一
橋
中
一
。
弾
レ
琴
復
鍛
レ
銭
、
比
レ
我
未
レ
為
レ
傭
。

O
罷
免
無
一
一
鈴
俸
一
、
休
閑
有
一
一
弊
麗
一
。
傭
二
於
杭
山
叔
夜
一
、
渇
似
一
馬
相
如
一

0

0
矧
予
東
山
人
、
自
惟
朴
且
疎
。
弾
レ
琴
復
有
レ
酒
、
但
慕
杭
山
院
徒
。

（
巻
五
十
七
「
訓
一
一
令
狐
留
守
尚
書
見

v贈
十
韻
」
M
a
ム
）

（
巻
八
「
馬
上
作
」g
h
s

す
な
わ
ち
、
『
白
氏
文
集
』
に
お
け
る
脅
康
は
、
前
掲
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
問
、
初
、
仰
の
よ
う
に
、
柳
や
松
、
或
い
は
山
や
酔
と
い
っ
た

事
柄
と
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
も
、
以
下
に
掲
げ
た
島
田
忠
臣
や
兼
明
親
王
の
作
品
に
お
い
て
は
、
『
白
氏
(284) 



文
集
』
に
お
け
る
替
康
の
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
。

O
後
生
暫
有
レ
慰
一
一
先
魂
一
、
税
山
院
海
時
不
レ
及
レ
門
。

O
杭
山
院
類
同
今
懐
レ
古
、
後
二
於
百
草
二
叢
孤

0

0
療
一
主
湛
一
、
傭
二
智
康
一
。

（
『
田
氏
家
集
』
巻
下
、
対
レ
竹
懐
古
）

（
『
田
氏
家
集
』
巻
下
、
秋
日
竹
日
懐
古
）

（
『
本
朝
文
粋
』
巻
一「
遠
久
良
養
生
方
」
、
兼
明
親
王
苅
）

一
方
『
江
吏
部
集
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
と
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

膏
沢
徐
A
7酔
深
、
替
中
散
之
松
傾
レ
蓋
。
淵
泉
洗
分
跡
隠
、
陳
大
丘
之
桂
垂
レ
帳
。

（
『
江
吏
部
集
』
巻
下
「
初
夏
陪
一
一
員
外
藤
納
言
書
斎
一
同
賦
一
一
樹
色
雨
中
暗
一
応
レ
教
」
詩
序
）

こ
の
句
は
、
「
樹
色
雨
中
に
暗
し
」
と
い
う
句
題
を
破
題
し
た
も
の
で
、
「
税
山
中
散
の
松
蓋
を
傾
く
」
は
、
前
掲
の
②
を
典
拠
と
し
て
、
句
題

の
「
樹
色
暗
」
を
表
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
匂
の
故
事
の
用
い
方
に
は
、
「
白
氏
文
集
』
と
異
な
る
新
た
な
傾
向
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
問
の
「
替
宅
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
柳
が
生
い
茂
っ
た
哲
康
の
邸
宅
の
意
で
あ
る
が
、
管
見
の
及

ぶ
限
り
、
「
替
宅
」
と
い
う
表
現
を
中
国
の
漢
詩
文
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
「
替
宅
」
と
同
様
、
「
陶
門
」
や
「
李
門
」

と
い
っ
た
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
句
に
用
い
ら
れ
る
表
現
は
、
い
ず
れ
も
中
国
の
漢
詩
文
の
中
に
例
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
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O
青
糸
鯵
出
陶
門
柳
、
白
玉
装
成
庚
嶺
梅
。

O
通
レ
夢
夜
深
羅
洞
月
、
尋
レ
縦
春
暮
柳
門
塵
。

O
陶
門
跡
絶
春
朝
雨
、
燕
寝
色
衰
秋
夜
霜
。

O
楊
岐
路
滑
、
我
之
送
レ
人
多
年
、
李
門
波
高
、
人
之
送
レ
我
何
日
。

〔
尋
一
一
春
花
一
、
大
江
朝
綱
卯
／
梅
〕

〔
遠
念
一
一
賢
士
風
一
、
菅
原
文
時
印
／
仙
家
〕

〔
閑
中
日
月
長
、
大
江
以
言
印
／
閑
居
〕

〔
別
路
花
飛
白
序
、
大
江
以
言
似
／
銭
別
〕

こ
の
う
ち
、
陶
淵
明
の
門
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
陶
門
」
或
い
は
「
柳
門
」
は
、
以
下
の
『
晋
書
』
の
記
事
を
典
拠
と
す
る
。

嘗
著
一
一
五
柳
先
生
伝
一
以
白
況
目
、
先
生
不
レ
知
一
初
許
人
一
、
不
レ
詳
一
一
姓
字
一
、
宅
辺
有
二
五
柳
樹
一
、
因
以
為
レ
号
駕
。
（
『
晋
書
」
陶
潜
伝
）

こ
の
記
事
に
は
陶
淵
明
が
五
柳
先
生
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
柳
が
植
え
ら
れ
た
場
所
を
家
の
門
だ
と
す
る
記
述
が
見
え
な
い
が
、
「
白
氏

六
帖
』
県
令
に
「
彰
沢
柳
〈
陶
潜
字
淵
明
、
為
一
一
彰
沢
令
一
、
門
種
一
亙
柳
一
〉
」
と
あ
る
。
ま
た
、
日
本
漢
詩
文
に
お
い
て
「
李
門
」
と
い
え

ば
李
暦
の
登
竜
門
の
意
と
さ
れ
、
無
論
そ
れ
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
漢
詩
文
に
は
例
が
見
え
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

『
白
氏
六
帖
』
龍
に
「
登
龍
門
〈
李
暦
之
門
〉
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
の
は
、
前
項
で
掲
げ
た
『
白
氏
文

集
』
の
衰
門
（
哀
安
の
家
の
門
）
或
い
は
丁
鶴
（
丁
令
威
が
化
し
た
鶴
）
の
他
、
白
居
易
が
好
ん
で
用
い
る
庚
楼
（
庚
亮
が
登
っ
た
楼
）
と

い
っ
た
表
現
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
「
脅
宅
」
や
「
陶
門
」
、
「
李
門
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
「
白
氏
六
帖
』
の
記
事
や
白
居
易
の
表
現
に
倣
い
つ

つ
、
日
本
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
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四
、
醸
成
の
場

と
こ
ろ
で
、
「
李
門
」
と
い
う
表
現
は
、
前
掲
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
以
言
の
句
よ
り
早
く
、
菅
原
輔
昭
に
そ
の
表
現
が
見
え
る
。

訴
二
於
李
門
之
浪
三
年
、
朝
思
未
レ
及
、
踏
ニ
於
蓬
査
之
雲
一
十
日
、
夜
飲
既
酎
。

（
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
「
春
日
同
賦
一
一
隔
レ
花
遥
勧

U酒
応
二
太
上
皇
製
一
」
詩
序
、
菅
原
輔
昭
別
）

そ
し
て
、
こ
の
句
に
は
以
下
に
掲
げ
る
逸
話
が
あ
る
。

菅
輔
昭
、
宇
多
院
の
蔵
人
た
り
し
時
、
試
の
為
に
俄
か
に
「
花
を
隔
て
て
遥
か
に
酒
を
勧
む
」
の
詩
を
賦
し
、
輔
昭
を
も
っ
て
序
者
と

な
す
。
而
る
に
厳
閤
の
助
成
す
る
を
疑
ひ
、
院
を
閉
ぢ
て
人
を
往
反
せ
し
め
ず
。
件
の
序
の
落
句
に
云
は
く
、
「
李
門
の
浪
に
訴
る
こ

と
二
年
、
朝
恩
い
ま
だ
及
ば
ず
、
蓬
壷
の
雲
を
踏
み
て
十
日
、
夜
飲
巳
に
酎
な
り
」
と
な
り
。
世
も
っ
て
秀
逸
と
称
す
。
而
る
に
文

時
卿
云
は
く
、
「
「
蓬
壷
の
雲
を
踏
み
て
一
日
」
と
書
く
べ
し
。
指
を
折
り
て
計
へ
け
る
主
か
な
」
と
云
々
。
文
時
卿
の
尚
歯
会
の
序
に

云
は
く
、
「
楽
天
よ
り
少
き
こ
と
三
年
、
な
ほ
己
に
衰
齢
な
り
」
と
。
実
に
は
三
年
に
及
ば
ず
と
い
へ
ど
も
、
文
花
に
付
け
て
こ
れ
を

書
く
と
云
々
。
か
く
の
如
き
事
は
私
か
に
歌
に
も
用
意
す
べ
き
な
り
。

（
『
袋
草
紙
」
上
巻
）

こ
の
逸
話
の
主
眼
は
、
「
蓬
壷
の
雲
を
踏
み
て
十
日
」
と
い
う
表
現
に
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
逸
話
に
お
け
る
表
現
製
作
の
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指
南
が
菅
原
文
時
と
そ
の
子
輔
昭
と
の
間
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
菅
原
文
時
と
い
え
ば
、
村
上
朝
に
お
け
る
句
題
詩

の
確
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
（
れ
が

o

翻
っ
て
み
れ
ば
、
先
に
言
及
し

（
及
び
句
題
詩
序
）の
詠
法
（
構
成
方
法
）

た
「
杭
山
宅
」
や
「
税
山
康
山
」
と
い
っ
た
表
現
は
、いず
れ
も
句
題
詩
の
破
題
に
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
っ
た
。
以
言
及
び
輔
昭
の
「
李
門
」

は
、
破
題
で
は
な
い
が
、
句
題
の
詩
序
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
江
吏
部
集
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
寒
花
客
の
為
に
栽
ゑ
ら
る
」

と
題
す
る
句
題
詩
の
頚
聯
（
破
題
）
に
用
い
ら
れ
る
。

孫
閤
露
濃
応
レ
倒
レ
履
、
李
門
風
冷
自
薫
レ
襟
。（
『
江
吏
部
集
」
巻
下
「
暮
秋
陪
二
左
相
府
書
閤
一
同
賦
一
美
、
花
為
レ
客
栽
一
応
レ
教
詩
」
）

平
安
期
の
漢
詩
文
に
お
け
る
こ
の
類
の
表
現
、
す
な
わ
ち
、
人
名
の
一
宇
（
或
い
は
二
字
）
と
故
事
を
示
す
二
子
と
で
二
字
（
或
い
は
三
字
）

の
熟
語
を
作
る
と
い
う
手
法
は
、
「
替
帳
」
、
「
孫
窓
」
、
「
王
船
」
等
枚
挙
に
遣
が
な
く
、
多
く
は
句
題
詩
の
破
題
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
句
題
詩
の
領
聯
、
頚
聯
に
お
け
る
破
題
の
用
法
で
は
、
両
聯
の
い
ず
れ
か
一
方
は
故
事
を
用
い
て
題
意
を
表
す
の
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
、
そ
う
し
た
破
題
の
こ
と
を
特
に
「
本
文
」
と
呼
ぶ
。
破
題
は
、
句
題
詩
の
製
作
者
が
最
も
心
血
を
注
ぐ
箇
所
で
あ
っ
た
。
破
題
を
如

何
に
詠
む
か
、
す
な
わ
ち
句
題
の
題
意
を
如
何
に
言
い
換
え
る
か
は
、
句
題
詩
製
作
の
い
わ
ば
真
髄
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、

句
題
詩
詠
法
の
確
立
と
そ
れ
に
伴
う
破
題
表
現
の
深
化
は
、
日
本
に
お
い
て
故
事
の
表
現
が
創
出
さ
れ
る
そ
の
一
遇
を
担
い
、
そ
の
醸
成
に

大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
句
題
詩
製
作
以
外
の
場
で
表
現
の
醸
成
が
成
さ
れ
た
例
を
見
て
み
た
い
。
太
公
望
呂
尚
の
故
事
は
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
お
い
て
、

「
老
人
」
の
朗
詠
題
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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太
公
望
之
遇
一
周
文
一
、
清
浜
之
波
畳
レ
面
、
締
里
季
之
輔
一
一
漢
恵
一
、
商
山
之
月
垂
レ
眉
。

〔
寿
考
策
、
大
江
匡
衡
問
／
老
人
〕

こ
の
摘
句
の
う
ち
、
「
締
里
季
が
漢
恵
を
輔
け
し
、
商
山
の
月
眉
に
垂
れ
た
り
」
と
い
う
表
現
は
、
修
辞
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
眉
月
！
雪
白
と
い
っ
た
中
国
漢
詩
文
に
お
け
る
比
喰
表
現
を
日
本
漢
詩
文
が
学
ん
だ
結
果
と
し
て
理
解
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

問
題
は
「
太
公
望
が
周
文
に
遇
へ
る
、
清
浜
の
波
面
に
畳
め
り
」
と
い
う
表
現
で
、
顔
の
織
を
波
に
喰
え
る
表
現
は
、
中
国
の
漢
詩
文
に
例

が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
恐
ら
く
、
以
下
に
掲
げ
る
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
記
述
に
拠
り
、
日
本
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
表

現
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
春
の
朝
に
花
の
散
る
を
見
、
秋
の
夕
暮
に
木
の
葉
の
落
つ
る
を
聞
き
、
或
は
、
年
ご
と
に
、
鏡
の
影
に
見
ゆ
る
雪
と
浪
と
を
嘆
き
、

草
の
露
、
水
の
泡
を
見
て
わ
が
身
を
驚
き
、

さ
ら
に
、
こ
の
か
の
句
に
つ
い
て
は
、
『
江
談
緋
』
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

ま
た
帥
命
せ
ら
れ
て
云
は
く
、
「
匡
衡
献
策
の
時
に
、
文
時
、
前
の
一
日
に
題
を
告
げ
ら
る
。
匡
衡
、
文
時
の
亭
に
参
り
、
「
期
日
は
今

明
な
り
。
題
は
い
か
ん
」
と
間
ひ
し
と
こ
ろ
、
文
時
、
「
足
下
、
た
め
に
婚
姻
を
好
ま
る
る
も
、
自
ら
好
む
と
こ
ろ
は
寿
考
な
り
」
と

云
々
。
す
な
わ
ち
帰
り
了
ん
ぬ
。
当
日
の
早
日
寸
徴
事
を
告
げ
ら
る
と
云
々
。
「
太
公
望
が
周
文
に
逢
へ
る
、
潤
浜
の
波
面
に
畳
め
り
」
。 (279) -16-



菅
三
品
見
て
云
は
く
、
「
『
面
は
滑
浜
の
波
を
畳
め
り
、
眉
は
商
山
の
月
を
低
れ
た
り
』
と
作
る
べ
し
」
と
直
さ
る
と
云
々
。
こ
の
事
、

ま
た
区
々
の
短
慮
に
叶
へ
り
。
興
有
り
、
興
有
り
」
と
。

（
『
江
談
抄
』
巻
五
）

『
和
漢
朗
詠
集
」
の
詩
題
注
記
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
摘
句
は
大
江
匡
衡
の
「
寿
考
」
策
対
策
文
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
『
江
談
抄
』
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
匡
衡
が
献
策
し
た
際
の
問
頭
博
士
が
菅
原
文
時
で
、
匡
衡
が
作
っ
た
「
太
公
望
が
周
文
に
遇

へ
る
、
謂
浜
の
浪
面
に
畳
め
り
」
云
々
の
句
を
、
文
時
が
「
面
は
潤
浜
の
波
を
畳
め
り
、
眉
は
商
山
の
月
を
低
れ
た
り
（
面
畳
潤
浜
之
波
、

眉
低
商
山
之
月
）
」
と
直
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
言
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
対
策
以
前
に
文
時
は
以
下
の
表
現
を
作
っ
て
い
る
。

日
望
賓
辺
之
雪
、
世
未
レ
伝
二
一
其
帰
一
一
煙
渓
一
、
姫
爽
面
上
之
波
、
人
山
豆
謂
一
一
一
之
除
一
一
紛
沢
一
。

（
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
「
答
一
一
同
公
致
仕
表
一
勅
」
、
菅
原
文
時
幻
）

寸
／

恐
ら
く
匡
衡
は
文
時
の
こ
の
表
現
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
問
頭
博
士
で
あ
る
文
時
の
秀
句
を
以
て
上
手
く

対
策
文
の
句
を
作
ろ
う
と
し
た
匡
衡
で
あ
る
が
、
当
の
文
時
に
よ
っ
て
逆
に
そ
の
句
を
訂
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。

の
か
番
句
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
事
情
か
ら
は
、
日
本
人
が
漢
詩
文
の
表
現
を
醸
成
す
る
場
と
そ
の
過
程
の
一
端
を
如
実

に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
句
の
製
作
の
指
南
を
す
る
の
が
文
時
で
あ
る
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
文
時

『
和
漢
朗
詠
集
』

は
、
村
上
朝
に
お
け
る
句
題
詩
詠
法
確
立
の
立
役
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
醸
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
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五
、
匡
衡
の
破
題

今
ひ
と
つ
、
前
掲
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
加
番
句
を
め
ぐ
っ
て
特
筆
し
た
い
の
は
、
句
の
製
作
に
際
し
、
先
人
の
優
れ
た
表
現
を
積
極
的

に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
大
江
匡
衡
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
も
う
一
例
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
以
下
の
摘
句
を
め
ぐ
っ
て
、

匡
衡
が
先
人
の
表
現
を
摂
取
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
例
を
掲
げ
て
み
た
い
。

齢
亜
一
一
顔
則
一
、
過
二
三
代
一
而
猶
沈
、
恨
同
一
一
伯
驚
一
、
歌
一
一
五
噴
一
而
将
レ
去
。

〔
紅
葉
高
窓
雨
序
、
橘
正
通
市
／
述
懐
〕

こ
の
句
に
見
え
る
「
伯
驚
」
は
、
後
漢
の
梁
鴻
の
字
で
、
覇
陵
の
山
中
で
妻
孟
光
と
と
も
に
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彼
が
函
谷
闘
を
出
て
都
洛
陽
を
過
ぎ
っ
た
際
に
作
っ
た
五
臆
の
歌
は
、
人
民
の
労
苦
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
後
漢
書
』
逸

民
伝
）
。
以
下
に
掲
げ
た
『
白
氏
文
集
」
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
人
物
像
を
以
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

緬
想
梁
高
士
、
楽
レ
道
喜
一
一
文
章
一
。
徒
誇
三
五
噴
作
一
、
不
レ
解
贈
一
一
孟
光
一
。

（
巻
六
十
九
「
二
年
三
月
五
日
、
斎
畢
開
レ
素
、
当
レ
食
偶
吟
、
贈
一
妻
弘
農
郡
君
一
」
以
お
）

と
こ
ろ
が
、
前
掲
の
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
橘
正
通
の
摘
匂
で
は
、
梁
鴻
が
自
ら
の
不
遇
を
怨
ん
で
五
噴
を
歌
っ
た
と
し
、
以
下
の
逸
話
を

伴
、
っ
。
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橘
正
通
が
身
の
し
づ
め
る
事
を
恨
て
、
異
国
へ
思
た
ち
け
る
境
節
、
具
平
親
王
家
の
作
文
の
序
者
た
り
け
る
に
、
こ
れ
を
限
と
や
思
け

ん
、
齢
亜
顔
胸
、
過
三
代
而
猶
沈
、
恨
同
伯
驚
、
歌
五
噴
而
欲
去
、
と
ぞ
か
け
り
け
る
。
源
為
憲
、
其
座
に
候
け
る
が
、
此
句
を
あ
や

し
み
て
、
「
正
通
お
も
ふ
心
あ
り
で
っ
か
う
ま
つ
れ
る
に
や
」
と
申
け
れ
ば
、
さ
す
が
心
ぼ
そ
く
や
思
け
ん
、
涙
を
な
が
し
け
り
。
さ

て
ま
か
り
い
づ
る
ま
、
に
、
高
麗
へ
ぞ
ゆ
き
に
け
る
。
世
を
思
き
ら
ん
に
は
、
か
く
こ
そ
心
き
よ
か
ら
め
と
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
。

か
し
こ
に
て
宰
相
に
な
さ
れ
に
け
り
と
ぞ
、
後
に
き
こ
え
け
る
。

（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
四
）

匡
衡
は
、
正
通
の
梁
鴻
の
表
現
を
自
分
の
表
現
と
し
て
継
承
し
た
。
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O
江
家
釣
レ
名
、
魯
魚
之
疑
難
レ
決
、
翰
林
低
レ
麹
、
梁
鴻
之
恨
未
レ
休
。

（
『
江
吏
部
集
』
巻
下
「
暮
春
於
二
右
大
丞
亭
子
一
同
賦
一
一
逢
レ
花
傾
一
二
盃
一
」
詩
序
）

O
江
家
釣
レ
名
、
魯
魚
之
疑
未
レ
決
、
翰
林
低
レ
麹
、
梁
鴻
之
恨
更
深
。

（
『
江
吏
部
集
』
巻
下
「
暮
秋
陪
二
左
相
府
書
閤
一
同
賦
一
一
寒
花
為
レ
客
栽
一
応
レ
教
」
詩
序
）

全
く
同
じ
よ
う
な
表
現
を
別
の
詩
序
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
匡
衡
が
こ
の
梁
鴻
の
故
事
を
好
ん
で
用
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で

き
C
守
ゐ
。

こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
た
い
の
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
新
た
に
醸
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お(276) 



け
る
故
事
の
表
現
の
多
く
が
、
「
江
吏
部
集
」
に
見
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
匡
衡
は
、
以
言
や
具
平
親
王
ら
と
と
も
に
、
村
上
朝
に
確
立
(275) 

し
た
句
題
詩
詠
法
を
継
承
し
、
定
着
さ
せ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
以
下
に
掲
げ
る
詩
序
の
破
題
に
つ
い
て
の
『
江
談
抄
』
の
記
事
も
言
及

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
命
せ
ら
れ
て
云
は
く
、
「
匡
衡
常
に
談
り
て
云
は
く
、
「
以
言
の
序
、
破
題
の
句
に
秀
句
な
し
」
と
云
々
。
こ
の
事
誠
に
も
っ
て
し

か
り
。
匡
衡
の
序
は
、
破
題
に
秀
句
多
し
。
「
班
捷
好
が
団
雪
の
扇
、
岸
風
に
代
へ
て
長
く
忘
れ
た
り
」
の
句
、
な
ら
び
に
「
酔
郷
氏

の
園
、
四
時
独
り
温
和
の
天
に
誇
る
」
の
句
等
の
ご
と
き
な
り
」
と
。

（
「
江
談
抄
』
巻
六
）

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い
る
破
題
の
表
現
に
は
、
い
ず
れ
も
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
『
江
-20-

談
抄
』
の
当
該
記
事
で
言
及
さ
れ
た
破
題
の
う
ち
、
「
酔
郷
氏
の
園
、
四
時
独
り
温
和
の
天
に
誇
る
（
酔
郷
氏
之
国
、
四
時
独
誇
温
和
之
天
）
」

は
既
出
。
「
班
捷
好
が
団
雪
の
扇
、
岸
風
に
代
へ
て
長
く
忘
れ
た
り
」
は
、
や
は
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
以
下
の
ご
と
く
見
え
る
。

班
捷
好
団
雪
之
扇
、
代
一
一
岸
風
一
分
長
忘
、
燕
昭
王
招
涼
之
珠
、
当
一
沙
月
一
分
自
得
。

〔
避
レ
暑
対
一
一
水
石
序
、
大
江
匡
衡

ω／
納
涼
〕

漢
の
成
帝
の
愛
妃
で
あ
っ
た
班
捷
好
の
団
雪
の
扇
の
故
事
は
、
そ
の
悲
恋
の
物
語
の
故
か
、
勅
撰
三
詩
集
以
来
、
日
本
人
が
好
ん
で
用
い

た
題
材
で
あ
っ
た
。
多
く
は
、
『
文
選
』
巻
二
十
七
に
収
載
さ
れ
る
班
捷
好
の
「
怨
歌
行
」
に
「
新
裂
斉
統
素
、
岐
潔
如
霜
雪
。
裁
為
合
歓

扇
、
団
団
似
明
月
。
出
入
君
懐
袖
、
動
揺
微
風
発
。
常
恐
秋
節
至
、
涼
風
奪
炎
熱
。
（
新
た
に
斉
の
統
素
を
裂
け
ば
、
佼
潔
に
し
て
霜
雪
の



如
し
。
裁
ち
て
合
歓
の
一
扇
と
為
せ
ば
、
団
団
と
し
て
明
月
に
似
た
り
。
君
の
懐
袖
に
出
入
し
、
動
揺
し
て
微
風
を
発
す
。
常
に
恐
る
秋
節
の

至
り
、
涼
風
の
炎
熱
を
奪
は
ん
こ
と
を

o

）
」
と
あ
る
の
に
拠
り
、
「
雪
」
や
「
扇
」
、
「
秋
風
」
や
「
悲
恋
」
を
詠
む
た
め
に
用
い
ら
れ
（
い
が

o

そ
う
し
た
中
で
、
前
掲
の
匡
衡
の
摘
匂
は
、
詩
題
注
記
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
暑
」
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
極
め
て
特
異
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』の「
風
」
の
朗
詠
題
に
収
載
さ
れ
る
以
下
の
摘
句

で
あ
る
。班

姫
裁
レ
扇
応
一
一
誇
尚
一
、
列
子
懸
レ
車
不
一
一
往
還
一
。

〔
清
風
何
処
隠
、
慶
滋
保
胤
仰
／
風
〕

の
破
題
（
「
本
文
」
）
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こ
の
摘
句
の
出
典
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
が
、
詩
題
注
記
に
よ
り
、
「
清
風
何
処
隠
（
清
風
何
れ
の
処
に
か
隠
る
こ
と
い
う
句
題
詩

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
風
が
止
ん
だ
と
き
の
模
様
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
「
清
風
何
処

隠
」
と
い
う
句
題
は
、
『
白
氏
文
集
』
の
「
月
夜
登
レ
閤
避
レ
暑
詩
」
（

C
C
H
U）
の
一
節
「
清
風
隠
何
処
、
草
樹
不
一
動
揺
一
」
か
ら
と
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
匡
衡
は
こ
う
し
た
保
胤
の
句
に
学
び
つ
つ
、
「
世
争
対
水
石
」
と
い
う
句
題
の
詩
序
の
表
現
を
作
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
い
が

o

匡
衡
に
つ
い
て
の
如
上
の
考
察
か
ら
鑑
み
る
に
、
恐
ら
く
、
匡
衡
は
、
故
事
を
用
い
つ
つ
理
知
的
で
美
し
い
破
題
を
作
る
こ
と
に
特
に
長

け
た
人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
破
題
の
製
作
に
際
し
、
先
達
の
秀
句
、
特
に
文
時
や
正
通
、
保
胤
等
、
村
上
朝
に

あ
っ
て
句
題
詩
の
詠
法
の
確
立
に
積
極
的
で
あ
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
創
出
・
醸
成
さ
れ
た
表
現
を
よ
く
学
ぴ
、
自
ら
の
作
句
に
継
承
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
江
吏
部
集
』
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
う
し
た
破
題
の
作
り
方
は
、
匡
衡
が
特
に
そ
の
作
成
に
長
け
て
い
た
と
は
い
え
、
独(274) 



の
中
で
『
江
吏
部
集
』
は
唯
一
完
本
と
し
て
現
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
江
吏
部
集
』
が
ど
の
程
度
当
時
の
漢
詩
文
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
(273) 

り
匡
衡
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
以
言
や
斉
名
等
、
当
時
の
漢
詩
文
製
作
者
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
中
期
の
別
集

る
か
を
総
体
と
し
て
捉
え
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
の
『
江
談
抄
』
の
記
事
に
お
け
る
匡
衡
の
破
題
に
対
す
る
評
価
か
ら
考

え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
匡
衡
の
故
事
の
表
現
が
当
時
の
詩
人
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
『
和
漢
朗

詠
集
』
の
日
本
詩
文
の
摘
句
に
見
え
る
新
た
な
故
事
の
用
い
方
が
『
江
吏
部
集
』
に
よ
く
一
致
す
る
の
は
、
「
江
吏
部
集
』
が
先
達
の
秀
句

を
よ
く
継
承
し
、
当
時
の
漢
詩
文
が
目
指
す
と
こ
ろ
を
反
映
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

六
、
表
現
の
継
承

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
『
和
漢
朗
詠
集
』の
日
本
詩
文
に
お
け
る
故
事
の
用
い
方
に
は
、
大
き
な
傾
向
と
し
て
、
「
白
氏
文
集
』
と
一
致
す
-22 

る
も
の
と
、
日
本
に
お
い
て
新
た
に
醸
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
は
、
『
江
吏
部
集
』
に
お
け
る
故
事
の
用
い
方
に

よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
改
め
て
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る

中
国
故
事
の
表
現
の
特
徴
は
、
編
者
で
あ
る
公
任
に
よ
る
恋
意
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
当
時
の
漢
詩
文
に
お
け
る
特
徴
を
反
映

し
て
自
ず
と
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で
こ
と
さ
ら
に
「
日
本
に
お
い
て
新
た
に
醸
成
さ
れ
た
」
と
し
た
も
の
の
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
表
現
は
決
し
て
「
新
た
に
醸
成
」
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
本
稿
で
検
討
し
た
「
李

門
」
や
「
陶
門
」
、
「
替
宅
」
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
『
白
氏
文
集
』
等
の
故
事
の
表
現
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
表
現
で
あ
り
、
当

時
の
人
々
の
感
覚
と
し
て
は
、
そ
れ
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
和
漢
朗
詠
集
」
は
、
句
題
詩
の
盛
行
に
伴
い
、
破
題
を
作
る
上
で
有
益
な
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
、
院
政



期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
、
幼
学
書
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
。
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
故
事
の
う
ち
、
例
え
ば
班
捷
好
の
扇
に
つ
い
て

は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
以
降
、
避
暑
を
表
す
故
事
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
散
見
す
る
。

O
独
避
一
一
暑
光
一
班
女
思
、
定
書
一
一
秋
字
一
右
軍
情
。

O
張
公
筆
冷
風
空
払
、
班
氏
扇
団
月
白
涼
。

〔
松
涼
唯
在
レ
扇
、
崇
徳
院
御
製
〕
（
『
和
漢
兼
作
集
』
巻
五
、
夏
下
町
）

（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
四
「
避
暑
」
、
源
経
信
仰
）

ま
た
、
替
康
の
故
事
も
ま
た
、
平
安
後
期
以
降
、
柳
や
松
、
酒
、
月
の
表
現
と
し
て
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
以
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
載
さ
れ
た
故
事
の
表
現
は
、
そ
れ
以
降
、
句
題
詩
の
破
題
を
中
心
に
多
く
用
い
ら
れ
、
や
が
て
、
句
題-23-

詩
製
作
の
た
め
の
用
語
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
『
文
鳳
抄
』
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
故
事
の
行
方

を
見
る
た
め
に
、
『
文
鳳
抄
」
の
記
述
を
い
く
つ
か
掲
げ
て
み
た
い
。

0 0 0 0 0 
哲｜論玉｜面｜衰
宅｜戸山｜波l 戸
〈’〈〈冷｜〈
陸｜入｜藍〈衰
池｜郷｜水量門

E 白石P

三ヨ（

寒ロ衰
〉扉

老孫
人窓

王
荷台

謝
家

梁
園

梁
苑

宋
殿
（
「
雪
」
）

青
田

緑
郁
〉
（
「
酒
」
）

蘇
家

陶｜勧
門｜盃

酒
随
堤

彰
沢

武
昌

蘇
州
〉
（
「
柳
」
）
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雪
の
表
現
と
し
て
、
『
白
氏
文
集
』
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
衰
門
」の
他
、
「
哀
戸
」
、
「
裳
扉
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
え
、
老
人
の
表
現
と

し
て
「
面
波
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
酒
の
表
現
で
あ
る
「
入
郷
」

の
「
郷
」
は
酔
郷
の
意
で
あ
り
、
「
玉
山
」
は
枕
山
康
が
酔
っ
た
と
き

の
形
容
で
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
「
杭
山
康
山
」
と
見
え
た
も
の
。
柳
の
表
現
で
あ
る
「
替
宅
」
と
「
陸
池
」
の
対
偶
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
附
の
摘
匂
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
摘
匂
の
表
現
が
そ
の
ま
ま
『
文
鳳
抄
』
に
見
え
る
場
合
は
決

し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
し
、
対
偶
の
構
成
の
仕
方
も
異
な
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
相
違
は
、

表
現
そ
の
も
の
が
洗
練
さ
れ
、
醸
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
句
題
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
互
換
可
能
な
変
化
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
え
る
故
事
に
関
し
て
い
え
ば
、
故
事
を
作
詩
の
際
に
用
い
る
た
め
の
方
向
性
、
よ
り
端
的
に

は
、
あ
る
題
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
故
事
を
如
何
に
用
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
方
向
性
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
よ
っ
て
決
定

づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
、
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

和
歌
の
題
詠
に
句
題
詩
の
詠
法
が
影
響
を
与
え
た
背
景
と
し
て
、
詩
の
国
風
化
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
μ
o道
真
の
左
遷
以
降
、

儒
者
が
言
志
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
失
わ
れ
、
や
が
て
、
自
然
の
景
物
を
対
象
と
し
た
句
題
詩
詠
が
詩
の
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に

な
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る
故
事
の
用
い
方
も
ま
た
、
こ
う
し
た
国
風
化
と
無
関
係
で
は
な
い
。
既
に
確
認
し

た
よ
う
に
、
句
題
詩
の
詠
法
で
は
、
領
聯
、
頚
聯
に
お
い
て
題
目
を
破
題
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
両
聯
の
い
ず
れ
か
で
故
事
を
用
い
る
の
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
破
題
す
べ
き
題
目
自
体
に
自
然
の
景
物
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
い
と
あ
れ
ば
、
本
来
は
人
物
の
事
跡
に

ま
つ
わ
る
故
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
自
然
の
景
物
と
結
び
つ
け
る
必
要
が
生
じ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
静
康
の
故
事
は
、
そ
の
顕
著
な
例
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で
あ
る
。
「
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
え
る
故
事
の
様
相
は
、
国
風
化
の
波
を
か
ぶ
っ
た
当
時
の
漢
詩
文
の
状
況
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

鎌
倉
期
以
降
、
幼
学
書
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
そ
の
摘
句
が
和
歌
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
確
認
し
た
故
事
の
表
現
が
後
代
の
諸
作
品
に
お
け
る
故
事
の
有
り
様
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て

は
、
古
註
釈
の
問
題
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

T 注

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
は
、
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
三
年
安
倍
直
明
筆
本
（
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
附
漢
字
総
索
引
和
歌
用
語
索
引
』
、

一
九
九
三
年
五
月
、
臨
川
書
店
）
に
拠
り
、
作
品
番
号
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
拠
る
。
尚
、
掲
出
に
あ
た
り
、
朗
詠
題
の
「
付
」
は
省
略

し
た
。

（2
）
例
え
ば
、
『
蒙
求
』
の
本
文
で
い
え
ば
「
枚
乗
蒲
輪
」
（
印
）
、
「
班
女
辞
輩
」
（
出
）
な
ど
。

（3
）
『
千
載
佳
句
』
に
は
以
下
の
ご
と
く
「
酔
郷
」
の
用
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
白
氏
文
集
』
か
ら
引
か
れ
る
（
数
字
は
金
子
彦
二
郎
氏
に
よ

る
翻
刻
に
付
さ
れ
た
番
号
に
拠
る
）
。
た
だ
し
、
幻
は
『
全
唐
詩
』
及
び
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
に
見
出
し
得
な
い
。

0
0
 

0
生
計
地
来
詩
是
業
、
家
園
忘
却
酒
成
レ
郷
o

（
送
三
粛
処
士
遊
一
一
斡
南
一
、
白
柳
／
詩
酒
）

。
詩
境
忽
来
還
自
得
、
酔
郷
潜
去
与
レ
誰
期
。
（
将
レ
至
一
京
都
一
先
寄
二
令
狐
留
守
一
、
自
制
／
詩
酒
）

O
猶
嫌
戸
少
長
先
醒
、
不
レ
得
三
多
事
住
一
一
酔
郷
一
。
（
酔
後
、
白

m／
酔
）

O
唯
欠
与
レ
君
同
制
令
、
一
時
封
作
二
酔
郷
侯
一
。
（
同
一
一
夢
得
一
酔
後
戯
贈
、
白
初
／
酔
）

ま
た
、
『
本
朝
文
粋
』
に
は
以
下
の
表
現
を
含
め
、
例
が
多
い
。

不
レ
勝
二
恩
酌
之
重
一
、
己
為
二
酔
郷
之
人
一
。
（
巻
八
「
八
月
十
五
夜
間
賦
二
天
高
秋
月
明
一
各
分
一
一
一
字
一
応
レ
製
」
詩
序
、
紀
長
谷
雄
加
）
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（4
）
前
掲
注
（
2

）
枚
乗
、
班
捷
好
に
つ
い
て
は
『
白
氏
文
集
』
に
以
下
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
梁
園
に
つ
い
て
も
例
が
多
い
。

O
郷
生
枚
史
非
レ
無
レ
興
、
唯
待
一
一
梁
王
一
召
即
来
。
（
巻
六
十
六
「
酬
一
一
令
公
雪
中
見
レ
贈
、
戸
訪
下
不
下
与
一
一
夢
得
一
同
相
訪
し
い
出
ム
）

O
坐
罷
楚
絃
曲
、
起
吟
班
一
扇
詩
。
（
巻
十
四
「
春
夜
喜
レ
雪
、
有
レ
懐
二
王
二
十
二
L
C
3
a
）

（5

）
こ
の
点
に
つ
い
て
「
和
漢
朗
詠
集
私
註
』
は
、
卯
に
「
時
務
策
注
云
、
陶
潜
、
字
淵
明
。
隠
一
一
彰
沢
一
、
門
下
殖
一
一
五
株
柳
一
、
会
二
飲
於
其
下
一
。

時
人
号
日
二
五
柳
先
生
一
。
」
と
時
務
策
注
を
引
く
。
ま
た
、
胡
曾
『
詠
史
詩
』
に
は
「
影
沢
」
と
題
し
て
「
英
傑
那
甘
レ
屈
一
下
僚
一
、
便
栽
一
一
門

柳
一
事
一
一
粛
条
一
」
と
あ
る
。

（6
）
佐
藤
道
生
氏
「
句
題
詩
詠
法
の
確
立
｜
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
」
（
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
二

O
O
三
年
五
月
、
笠
間
書
院
）
。

（7
）
『
江
談
抄
』
の
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
訓
読
文
を
掲
出
し
た
。

（8
）
大
江
匡
衡
の
対
策
は
天
元
二
年
（
九
七
九
）
五
月
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
所
収
の
菅
原
文
時
の
勅
答
の
製
作
は
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
三
月
。

（9
）
『
蒙
求
』
（
真
福
寺
本
）
の
「
梁
鴻
五
噴
」
（
峨
）
の
註
は
「
後
漢
梁
鴻
、
字
伯
驚
、
扶
風
人
。
過
一
一
京
師
一
、
作
二
五
噴
之
歌
一
駕

o

」
で
あ
り
、

簡
略
に
し
て
五
曜
の
内
容
を
載
せ
な
い
。

（
叩
）
「
逢
花
傾
一
盃
」
詩
序
と
「
寒
花
為
客
栽
」
詩
序
は
そ
れ
ぞ
れ
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
（
胤
）
、
巻
十
一
（
到
）
に
収
載
さ
れ
る

o

所
掲
の
二
つ

の
句
が
極
め
て
よ
く
似
通
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
大
曾
根
章
介
氏
は
「
こ
れ
ら
の
類
似
の
章
句
は
そ
れ
ぞ
れ
発
想
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、

作
者
の
才
能
の
欠
如
や
詩
想
の
掴
渇
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
表
現
す
る
場
に
お
い
て
頭
に
浮
ん
で
来
る
故
事
や
形
容
の
字
句
が
、
作

者
に
よ
っ
て
一
つ
の
決
ま
っ
た
型
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
（
「
『
本
朝
文
粋
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察l
編
纂

の
意
図
に
つ
い
て
！
」
〔
『
王
朝
漢
文
学
論
孜
』
一
九
九
四
年
十
月
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
二
月
初
出
〕
）
。
一
方
、
後
藤
昭
雄
氏
は
、
匡

衡
の
表
現
上
の
病
癖
、
よ
り
端
的
に
は
、
創
作
態
度
の
安
易
さ
を
示
す
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
（
「
大
江
匡
衡
の
詩
文
」
〔
『
平
安
朝
漢
文
学
論

考
〔
補
訂
版
〕
』
二O
O
五
年
二
月
、
勉
誠
出
版
、
一
九
七
一
年
初
出
〕
）
。

（
日
）
前
掲
注
（6
）
論
文
。

（
ロ
）
『
白
氏
文
集
』
に
お
け
る
班
捷
好
の
故
事
の
用
例
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
4

）
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、

摘
句
及
び
後
掲
の
酬
の
保
胤
の
摘
句
以
外
に
以
下
の
二
例
が
見
え
る
。

O

班
女
閏
中
秋
扇
色
、
楚
王
蓋
上
夜
琴
声
。
〔
題
雪
、
橘
在
列
湖
／
雪
〕

O

更
閑
夜
静
、
長
門
間
而
不
レ
開
、
月
冷
風
秋
、
団
扇
杏
而
共
絶
。
〔
策
文
、
張
鷲
市
／
恋
〕
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（
日
）
大
江
匡
衡
の
「
避
暑
対
水
石
」
詩
序
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
（m）
、
『
江
吏
部
集
』
巻
上
に
「
夏
夜
守
一
一
庚
申
一
侍
二
清
涼
殿
一
同
賦
一
一
一
避
レ
暑
対
一
一

水
石
一
応
レ
製
」
と
見
え
、
こ
の
詩
宴
が
開
か
れ
た
の
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
よ
り
長
保
元
年
（
九
九
九
）
六
月
九
日
と
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
制
の
保
胤
の
摘
句
に
つ
い
て
は
、
「
朗
詠
江
註
」
に
「
本
上
句
庶
人
展
レ
筆
宜
一
一
相
待
一
云
々
、
而
後
中
書
王
所
レ
被
レ
改

云
々
」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
は
『
江
談
抄
（
類
緊
本
系
）
』
巻
四
に
も
引
か
れ
る
。

（U
）
佐
藤
道
生
氏
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
、
幼
学
書
へ
の
道
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
十
六
号
、
二

O
O
六
年
二
月
）
。

（
日
）
「
面
波
冷
、
愛
雪
寒
」
の
対
偶
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
所
収
の
巨
勢
為
時
の
「
答
ニ
六
条
左
大
臣
辞
レ
職
表
一
勅
日
」
に
「
呂
尚
父
之
面
波
、

別
一
一
清
水
一
而
猶
畳
、
園
司
徒
之
賓
雪
、
出
一
一
商
山
一
而
既
寒
」
と
あ
る
の
が
一
致
す
る
点
、
歌
論
歌
学
集
成
別
巻
二
（
本
間
洋
一
氏
校
注
）
の

当
該
項
の
頭
注
に
指
摘
が
あ
る
。
尚
、
こ
の
勅
答
の
製
作
は
正
暦
二
年
（
九
九
二
十
二
月
二
十
三
日
。

（
凶
）
佐
藤
道
生
氏
「
平
安
後
期
の
題
詠
と
句
題
詩
ー
そ
の
構
成
方
法
に
関
す
る
比
較
考
察
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
九
十
一
号
、
二

O
O
五
年
十

一
一
月
、
佐
藤
道
生
編
『
句
題
詩
研
究
』
〔
慶
慮
義
塾
大
学
別
世
紀
C
O
E

心
の
統
合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
O
O
七
年
三
月
〕
に
再
録
）
。

（
口
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
註
釈
に
お
け
る
句
題
詩
の
破
題
に
対
す
る
註
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
破
題
の
行
方
朗
詠
註
展
開
の
一
側
面

ー
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
十
六
号
、
二O
O
六
年
二
月
）
を
参
照
。
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使
用
テ
キ
ス
ト

『
袋
草
紙
』
：
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

『
古
今
著
聞
集
』
：
・
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）

『
本
朝
無
題
詩
』
・
：
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
（
新
典
社
）

『
和
漢
兼
作
集
』
・
：
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
六
巻
（
朝
日
新
聞
社
）
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